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予算特別委員会の審査は、各常任委員会と各特別委員会に分科会
を設け審査し、その審査や集約結果を予算特別委員会全体会で報告
をします。その採決結果を参考に、本会議で最終的な議決をしま
す。ここでは、分科会審査の一部をお伝えします。

令和 4 年度松本市一般会計予算
こんな質問・要望が出ました

Q 行政の DX、デジタル化推進やキャリアデザイ
ンに関わる職員研修の内容について

A 行政のデジタル化推進のための人材育成の委託
料等を増額している。セキュリティなど専門的

な研修への取り組みとしては、既存の研修を DX を取
り入れた内容に切り替えている。新たに DX を推進す
る意識を啓発する研修を実施する。また、国等が開催
するデジタル化に係る研修の旅費の支給や DX に関す
る資格取得のための自主研修への助成も行っている。

意 見
各部署に専門的な職員の配置が必要になっているの

で、デジタルスキルの
向上に向けて、全職員
の情報化に特化した計
画的な研修を推進して
ほしい。

議案第 37号可決 令和 4 年度松本市一般会計予算【強度行動障
がい者関連事業費】

強度行動障がい者日中一時支援事業補助金、強度行
動障がい者住宅整備事業補助金及び強度行動障がい者
施設改修事業補助金を創設するものです。

こんな質問が出ました

Q 強度行動障がい者日中一時支援事業補助金、強
度行動障がい者住宅整備事業補助金及び強度行

動障がい者施設改修事業補助金の内容について

A 自傷、他害等のため、支援に特別な配慮が必要
な強度行動障がい者について、受入れ施設の確

保、家族の介護負担軽減等を目的として、強度行動障
がい者の日中一時支援受入れに係る新たな単価を設定
して補助を行う。また、
住宅・施設の損壊・汚
損防止の対策を行う際
の補助を行う。いずれ
も県内では先進的な取
り組みとなる。

議案第 37号可決

厳しくチェック !!

分科会審査の概要

令和 4 年度松本市一般会計予算（地域づくり
センター強化モデル事業について）

地域づくりセンターのさらなる機能強化を図るた
め、4 地区（寿、岡田、里山辺、奈川）をモデル地区
に設定し、予算や人員体制の増強、重点課題に対する
取り組みを進めるものです。

こんな質問が出ました

Q 今年度、モデル 4 地区へ配置した地域づくりセ
ンター長補佐の役割、今年度の効果検証について

A 地域づくりセンター長補佐は、地域の住民と向
き合い、潤滑油として、そして時には地域づく

り活動の提案などを行
うコーディネーターと
しての役割を期待して
配置した。今年度の効
果を検証した結果、期
待した効果が得られた
ため、令和 4 年度には
モデル地区を増やして
さらに検証を行いたい。

議案第 37号可決 令和 4 年度松本市一般会計予算【地域エネル
ギー事業会社運営体制構築委託料】

再生可能エネルギー関連事業の中心的役割を担う事
業会社設立（令和 5 年 4 月以降）に向けて、事業内容
や事業性、運営体制等について検討を行うものです。

こんな質問が出ました

Q 地域エネルギー事業会社の内容と運営体制につ
いて

A 地域エネルギー事業会社は、再生可能エネル
ギーによる電力供給事業をベースに事業内容を

検討する。運営体制については、地域の事業者をベー
スにエネルギー分野のノウハウが何らかの形で補完で
きるよう委託事業の中で検討する。

議案第 37号可決

モデル地区の 1つとなる里山辺地区
地域づくりセンター（R4移転新築）
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人　事
下記の人事案件について、同意しました。

・松本市・山形村・朝日村中学校組合議会議員

　　櫻
さく

井
らい

　健
けん

司
じ
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しお

原
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　資
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史
ふみ

　氏
・人権擁護委員候補者
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ぐち
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子
こ

　氏

松本市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例のほか
令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 10 号）などを可決

今定例会では、松本市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例や
令和 3年度一般会計補正予算など市長から提出された 68件の議案と
7件の請願、2件の陳情、8件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶審議結果の一覧は P6、一般質問は P7 ～ 12 をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 7 号　松本市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
受給資格の見直しに伴い、子育て支援医療の対象者を改正するものです。

〔対象者〕　出生の日から満 18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの間にある方
〔施　行〕　令和 4 年 4 月 1 日

令和 4年 2月

定例会
2 月 22日～ 3月 18日
（会期 25日間）

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ

り提出するものです。議員の紹介は不要です。

松本市動物愛護センター設立について
松本市動物愛護センターの設立に向けて検討をお願

いするもの

➡詳細やその他の陳情については、 
こちらからご覧いただけます。

　　趣旨
 採択

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ

り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

えん罪被害者を一刻も早く救済するための再
審制度の速やかな改正を求める請願について

多文化共生の基本法に関する意見書の国あて
提出を求める請願について

選択的夫婦別姓制度の導入について国会審議
の推進を求める請願について

➡詳細やその他の請願については、 
こちらからご覧いただけます。

採択 決　議
全会一致で決議しました。

ロシアによるウクライナ侵略を 
強く非難する決議

松本市議会は、ロシアのウクライナ侵略に対し厳し
く非難するとともに、直ちに侵略を中止し、軍を撤退
するよう強く求めるもの

➡決議の詳細やその他
の議会案については、
こちらか
らご覧い
ただけま
す。

可決

高校３年生まで
拡大されました！
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果

条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 「三ガク都」松本シンカ推進基金条例 総

可決 可決

2 松本市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法
の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例 総

3 松本市上高地観光施設事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 総
4 松本市乗鞍観光センター条例の一部を改正する条例 総
5 松本市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 経
6 松本市高齢者介護手当条例の一部を改正する条例 厚
7 松本市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 厚
8 松本市営市街地駐車場条例の一部を改正する条例 経
9 松本市農村広場条例の一部を改正する条例 経
10 松本市奈川農林業者研修宿泊施設条例の一部を改正する条例 経
11 松本市美術館条例の一部を改正する条例 経
12 松本市体育施設の設置管理等に関する条例の一部を改正する条例 経
13 松本市自転車駐車場条例の一部を改正する条例 建
14 松本市心身障害児就学支援委員会設置条例の一部を改正する条例 経
15 松本市公民館条例の一部を改正する条例 経
16 松本市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総
17 松本市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 総
18 松本市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 総
19 松本市老人集会施設条例を廃止する条例 厚
20 松本市営市街地駐車場建設整備基金条例を廃止する条例 経

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

21 令和３年度松本市一般会計補正予算（第 10 号） 総務・
経済文教

可決 可決

22 令和３年度松本市一般会計補正予算（第 11 号） 4 常任
23 令和３年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計補正予算（第２号） 厚
24 令和３年度松本市霊園特別会計補正予算（第２号） 建
25 令和３年度松本市地域排水施設事業特別会計補正予算（第１号） 建
26 令和３年度松本市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 厚
27 令和３年度松本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 厚
28 令和３年度松本市介護保険特別会計補正予算（第２号） 厚
29 令和３年度松本市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 経
30 令和３年度松本市公設地方卸売市場特別会計補正予算（第１号） 経
31 令和３年度松本市市街地駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 経
32 令和３年度松本市松本城特別会計補正予算（第１号） 経
33 令和３年度松本市上高地観光施設事業会計補正予算（第１号） 総
34 令和３年度松本市水道事業会計補正予算（第２号） 建
35 令和３年度松本市下水道事業会計補正予算（第２号） 建
36 令和３年度松本市病院事業会計補正予算（第２号） 厚
37 令和４年度松本市一般会計予算

予算特別
委員会

38 令和４年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算
39 令和４年度松本市霊園特別会計予算
40 令和４年度松本市地域排水施設事業特別会計予算
41 令和４年度松本市国民健康保険特別会計予算
42 令和４年度松本市後期高齢者医療特別会計予算
43 令和４年度松本市介護保険特別会計予算
44 令和４年度松本市農業集落排水事業特別会計予算
45 令和４年度松本市公設地方卸売市場特別会計予算
46 令和４年度松本市市街地駐車場事業特別会計予算
47 令和４年度松本市奈川観光施設事業特別会計予算
48 令和４年度松本市松本城特別会計予算
49 令和４年度松本市上高地観光施設事業会計予算
50 令和４年度松本市水道事業会計予算
51 令和４年度松本市下水道事業会計予算
52 令和４年度松本市病院事業会計予算

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

53 工事請負契約の締結について（松本市基幹博物館新築主
体工事）の議決更正について 総

可決 可決

54 工事請負契約の締結について（松本市基幹博物館新築電
気設備工事）の議決更正について 総

55 工事請負契約の締結について（松本市基幹博物館新築機
械設備工事）の議決更正について 総

56 松本市基幹博物館展示製作業務委託に関する契約の締結
についての議決更正について 総

57 篠ノ井線村井駅東西自由通路新設及び半橋上駅舎整備工事の施
行に関する協定の締結についての議決更正について 建

財産
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

58 市有財産の取得について（松本城南・西外堀復元事業用地） 経
可決 可決59 市有財産の譲渡について（川浦集会施設） 総

60 市有財産の交換についての議決更正について 建

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

61 市道の認定について 建 可決 可決62 市道の変更について 建

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

63 辺地に係る総合整備計画の策定について 総

可決 可決64 包括外部監査契約の締結について 総
65 補助金交付事務による事故に関する和解について 経
66 安曇野市・松本市山林組合規約の変更について 建

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

67 松本市・山形村・朝日村中学校組合議会議員の選出について ー ー 同意
－ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて ー ー 同意

報告
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 令和３年度松本市一般会計補正予算（第９号） 厚 承認 承認

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議１ ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議

－ － 可決

議２ 松本市議会委員会条例の一部を改正する条例
議３ 松本市議会会議規則の一部を改正する規則
議４ 多文化共生に係る基本法の制定を求める意見書
議５ 選択的夫婦別姓制度の導入について国会審議の推進を求める意見書

議６ ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し、民主的な
政治体制の早期回復を求める意見書

議７ 「再審法 ( 刑事訴訟法の再審規定 )」の改正を求める意見書
議８ 議案第 37 号　令和４年度松本市一般会計予算に対する附帯決議

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 1 えん罪被害者を一刻も早く救済するための再審制度の速
やかな改正を求める請願について 総

採択 採択請 2 松本地域保護司会活動拠点の確保について 厚
請 3 アルプス公園旧まきば山荘跡地へのオートキャンプ場新設について 建
請 4 多文化共生の基本法に関する意見書の国あて提出を求める請願について 経

請５ アルプス公園オートキャンプ場の整備に関する請願 請願者の申し出により
取り下げ

請 6 選択的夫婦別姓制度の導入について国会審議の推進を求める請願について 経

採択 採択請 7 ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し民主的な政
治体制の早期回復を求める請願 総

請 8 まきば山荘跡地のオートキャンプ場整備事業について 建

陳情
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果回付

委員会
審査
結果

陳 1 「アルプス公園オートキャンプ場建設について」 建 採択 ー

陳 2 松本市動物愛護センター設立について 厚 趣旨
採択 ー

←「賛否の分かれた議案など」については 12 ページをご覧ください。
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※ 2　核共有　核保有国が核兵器を同盟国と共有するという考え方、戦略
用語
解説

質問項目

質問項目
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ど
か
ら
、
一
律

で
の
無
償
化
は
難
し
い
。
し
か
し
、
人
口

定
常
化
戦
略
と
し
て
、
教
育
環
境
の
充
実

は
重
要
で
、
な
か
で
も
給
食
は
子
ど
も
に

と
っ
て
心
身
共
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
力
を
入

れ
て
き
た
。
今
後

は
給
食
費
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
も

部
局
横
断
で
研
究

し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

犬い
ぬ
飼か
い　
明あ
け
美み

・
憲
法
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
へ
の
対
応

・
ヘ
ル
パ
ー
不
足
解
消
に
つ
い
て　
な
ど

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
た
核※

２

共
有
、
９
条
改
憲
問
題

ロ
シ
ア
の
武
力
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
事
態
打
開
の
た
め

に
何
が
必
要
か
。
憲
法
第
9
条
改
憲
問

題
、
核
共
有
論
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

市
長　
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
軍
事
侵
攻
は
、
国
連
憲
章
に
反
す
る

行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

一
刻
も
早
い
停
戦
を
実
現
す
る
た
め
に
世

界
各
国
が
一
致
し
て
ロ
シ
ア
の
暴
挙
を
阻

止
す
る
意
思
を
示
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

支
援
と
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
を
合
わ
せ

て
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

憲
法
9
条
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
日
本
人

が
目
指
す
理
想
・
政
治
的
規
範
と
し
て
今

な
お
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

改
正
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
核
共

有
論
に
関
し
て
は
、
被
爆
国
と
し
て
核
廃

絶
を
目
指
す
立
場
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

QA

QA

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページから
見ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
2月定例会では、16人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

一般質問
ここが聞きたい !!

小学校での給食の様子
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※ 3　コンセッション方式　公共施設の所有権を国や自治体が保有したまま、長期間の運営権を民間事業者に売却する民営
化手法
※４　電子図書館　実際に図書館に行かなくても、インターネットを通じて、パソコンやタブレット、スマートフォン等か
ら電子書籍を無料で借りて読むことができるサービス

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

誠
の
会

若わ
か
林ば
や
し
　

 

真し
ん
一い
ち

・
経
済
成
長
戦
略
に
つ
い
て

松
本
市
の
経
済
成
長
戦
略

私
た
ち
の
生
活
を
良
く
す
る
に
は
、
来
年

度
予
算
で
掲
げ
る
「
積
極
予
算
」
で
市
民

が
平
等
に
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
政
策
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
経
済
の
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。　

市
長　
新
年
度
当
初
予
算
は
、
積
極
予
算

へ
の
転
換
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
編
成
を
心

掛
け
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
加
速
と
気
候
変
動
に
対
す
る

世
界
的
な
危
機
感
を
背
景
に
し
た
脱
炭
素

社
会
の
実
現
、
こ
の
二
つ
の
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
経
済
再
生
の
ひ
と
つ
の

突
破
口
と
考
え
、
こ
れ
を
軸
に
新
た
な
需

要
や
未
来
の
社
会
に
つ
な
が
る
分
野
に
優

先
的
に
予
算
を
配
分
す
る
。
特
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
は
、
民
間
投
資
や
先

端
技
術
の
集
積
を
図
り
、
魅
力
的
な
雇
用

の
創
出
と
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
今
後
は
世
界
情
勢
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
積
極
的
か
つ
機
動
的
な

財
政
政
策
で
、
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

開
明土つ

ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

改
正
水
道
法
に
お
け
る
コ※

３

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式

外
国
資
本
が
加
わ
る
よ
う
な
民
間
企
業
に
、

生
命
に
関
わ
る
水
道
の
「
運
営
権
」
を
移

す
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

上
下
水
道
局
長　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

は
運
営
権
の
対
価
に
よ
り
、
施
設
更
新
費

や
水
道
料
金
へ
の
還
元
が
期
待
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
当
水
道
局
で
は
、
検
針
、

料
金
徴
収
、
24
時
間
配
水
監
視
な
ど
を
業

務
委
託
と
い
う
形
で
数
多
く
の
民
間
企
業

と
と
も
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、

水
道
事
業
の
最
も
大
切
と
す
べ
き
目
的

は
、市
民
の
生
命
の
保
全
、生
活
の
安
定
、

そ
し
て
永
続
的
な

供
給
と
考
え
る
。

運
営
権
の
対
価
が

水
道
事
業
の
真
の

目
的
を
上
回
る
と

は
思
わ
な
い
の
で

同
方
式
の
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。

開
明今い

ま
井い　
ゆ
う
す
け　

・
教
育
行
政

・
市
長
の
政
治
姿
勢

電※
４

子
図
書
館
の
推
進

電
子
図
書
館
の
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

電
子
図
書
は
、
自
動
音
声
に
よ
る
読
み
上

げ
や
字
の
大
き
さ
調
節
、
白
黒
反
転
の
機

能
な
ど
障
が
い
が
あ
る
方
や
高
齢
者
に
優

し
い
機
能
も
あ
り
、
子
育
て
や
仕
事
な
ど

で
こ
れ
ま
で
図
書
館
を
利
用
で
き
な
か
っ

た
方
で
も
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
利
用
で
き

る
。
図
書
館
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方

に
対
す
る
利
用
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
本
市
は
こ
れ
ま
で
、
分
館
の

整
備
や
来
館
が
困
難
な
方
向
け
の
図
書
資

料
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

は
、
駅
な
ど
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
へ

の
図
書
館
機
能
の
設
置
の
検
討
と
と
も
に

電
子
図
書
館
を
試
行
的
に
進
め
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
来
館
が
困
難
だ
っ
た
方
が
場

所
や
時
間
の
制
約
を
受
け
ず
に
読
書
に
親

し
め
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。
ま
た
、
電

子
図
書
の
試
行
に
向
け
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
利
用
講
習
会
の
開
催
や
Ｄ
Ｘ
推
進
本

部
と
連
携
し
、
情
報
弱
者
の
支
援
に
努
め

て
い
く
。

QA

QA

QA

安心、安全な水道水の安定供給を
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明上か

み
じ
ょ
う
條　

 

温ゆ
た
か

・
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

・
文
化
行
政
に
つ
い
て

・
北
杜
夫
さ
ん
遺
品
の
寄
贈
に
つ
い
て

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
応
分
負
担

の
考
え

朝
日
村
営
バ
ス
広
丘
線
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
も
応
分
の
負
担
を
し
て
朝
日
村
と
共

同
運
行
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、「
ま

つ
も
と
公
設
民
営
バ
ス
」
と
は
分
離
し
て

検
討
し
、
令
和
4
年
度
中
途
か
ら
で
も
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

宮
之
本
副
市
長　
朝
日
村
が
五
カ
年
計
画

の
松
本
地
域
公
共
交
通
計
画
に
初
め
て
参

画
す
る
こ
と
や
松
本
市
地
域
公
共
交
通
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
に
同
意
を

い
た
だ
く
な
ど
進
展
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
バ
ス
の
共
同
運
行
に
つ
い
て

は
、
事
の
重
要
性
に
鑑
み
、
令
和
5
年
4

月
を
待
た
ず
に
実

施
で
き
る
よ
う
朝

日
村
と
協
議
を
重

ね
て
い
く
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
市
長
の
政
治
姿
勢

基
幹
博
物
館
建
設
用
地
の
取
得
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
方
法

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
と
言
っ
て
い
た
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
い
つ
ま
で

に
解
決
す
る
の
か
、
市
の
見
解
は
。

市
長　
建
設
用
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
す

る
こ
と
を
基
本
に
、
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
、
安
定
的
な
形
で
用
地
を
使
用
し
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
相
手
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
丁

寧
か
つ
真
摯
に
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
問

題
解
決
を
図
っ
て
い
く
。
現
在
の
契
約
が

満
了
す
る
令
和
12
年
が
絶
対
的
な
期
限
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
、
そ
の
上
で
、
市

の
希
望
と
し
て

は
、
基
幹
博
物
館

の
開
館
予
定
で
あ

る
令
和
5
年
10
月

を
現
時
点
の
目
途

と
考
え
て
い
る
。

公
明
党

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

・
発
達
障
が
い
児
及
び
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

発
達
障
が
い
児
と
保
護
者
へ
の
支
援

発
達
障
が
い
児
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
児

童
発
達
支
援
事
業
所
の
数
も
増
え
て
い
る

と
聞
く
。
医
療
機
関
と
の
連
携
や
質
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
ど
も
部
長　
支
援
事
業
所
は
市
内
に
24

カ
所
。
そ
の
う
ち
発
達
障
が
い
児
を
受
け

入
れ
て
い
る
事
業
所
は
20
カ
所
で
、
平
成

26
年
度
に
比
べ
10
倍
に
増
え
て
い
る
。
情

報
共
有
と
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
事
業

所
と
庁
内
関
係
課
を
含
む
関
係
機
関
で
療

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
組
織
し
、
今
年

度
は
、
障
が
い
児
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
作
業
療
法
士

を
講
師
に
研
修
会
を
実
施
し
た
。
関
係
す

る
医
療
機
関
や
利

用
す
る
保
護
者
が

各
事
業
所
の
情
報

を
取
得
で
き
る
よ

う
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

朝日村営バス広丘線

開館に向け建設が進む基幹博物館

発達の状態や特性に応じた支援を行う
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※ 5　災害時サポート事業所登録制度　災害発生時に、事業所の持つ資源や能力の提供をしていただけるなど、支援活動に
協力をしてもらえる事業所を、あらかじめ登録する制度
※ 6　人・農地プラン　農業者が話し合いに基づき、地域農業における中心経営体、地域における農業の将来のあり方など
を明確化し、市町村により公表するもの

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

公
明
党　

勝か
つ
野の　
智と
も
行ゆ
き

・
教
育
行
政

・
ス
ポ
ー
ツ
行
政

中
学
校
の
部
活
動

第
11
次
基
本
計
画
の
基
本
施
策
「
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
環
境
の
充
実
」
へ
の
市
長
の

思
い
は
。
ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
が
学
校

部
活
動
に
依
存
せ
ず
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
し
て

い
る
が
、
市
と
し
て
の
進
め
方
は
。

市
長　
体
を
動
か
す
こ
と
を
楽
し
む
こ
と

こ
そ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
で
あ
り
人
生
を

豊
か
に
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
施

設
整
備
や
指
導
者
、
組
織
の
サ
ポ
ー
ト
、

環
境
整
備
に
力
を
入
れ
る
。
文
部
科
学
省

は
休
日
の
部
活
動
に
つ
い
て
段
階
的
に
地

域
移
行
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
外
部

化
や
地
域
ク
ラ
ブ
化
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
令
和
4
年
度

の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
「
部

活
動
改
革
」
に
取

り
組
む
。

公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
危
機
管
理
行
政

・
市
長
の
政
治
姿
勢

災※
５

害
時
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
登
録
制
度
の
実

効
性
の
向
上

①
登
録
事
業
所
を
増
や
す
た
め
、
各
事
業

所
が
所
属
す
る
団
体
を
通
じ
た
継
続
的
な

案
内
が
重
要
②
事
業
所
と
地
元
町
会
と
の

連
携
協
議
の
継
続
と
と
も
に
、
市
民
が
制

度
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
「
町
会
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
制
度
を
記
載
し
町
会

長
の
研
修
で
扱
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
市

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

危
機
管
理
部
長　
①
今
後
、
商
工
会
議
所

や
中
小
企
業
団
体
中
央
会
等
の
団
体
を
通

じ
て
、
定
期
的
に
案
内
を
行
う
。
②
令
和

４
年
度
の
「
町
会
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

に
記
載
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。さ
ら
に
、

制
度
が
形
骸
化
し
な
い
よ
う
、
定
期
的
に

協
議
を
促
す
内

容
の
お
知
ら
せ

を
す
る
な
ど
事

業
者
と
町
会
相

互
の
協
力
が
継

続
す
る
よ
う
に

支
援
す
る
。

政
友
会

古ふ
る
沢さ
わ　
明あ
き
子こ

・
農
業
行
政
に
つ
い
て

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
必
要
な
プ
ラ
ン

と
基
盤
整
備

人※
６

・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ
る
農
地
の
担
い
手

へ
の
集
積
に
は
耕
作
条
件
の
向
上
が
重
要

で
あ
る
が
、
農
地
の
大
区
画
化
や
水
利
施

設
の
機
能
確
保
な
ど
農
業
基
盤
整
備
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
農
地
の
大
区
画
化
や
水

利
施
設
の
大
規
模
改
修
な
ど
農
業
基
盤
整

備
事
業
が
必
要
な
場
合
は
、
地
元
の
理
解

や
合
意
が
大
前
提
で
あ
る
と
と
も
に
国
や

県
の
厳
し
い
採
択
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
畦け

い

畔は
ん

除
去
な
ど
の
小
規
模

事
業
は
、
土
地
改
良
区
や
地
元
が
実
施
し

て
い
る
が
、
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

国
や
県
の
補
助
事

業
制
度
の
活
用
と

市
の
施
策
を
組
み

合
わ
せ
て
検
討

し
、
地
元
の
負
担

軽
減
を
図
り
効
率

的
に
実
施
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
。

QA

QA

QA

スポーツを楽しめる環境づくり

令
和
３
年
度
町
会
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

人・農地プランに必要な対策とは
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市旭にある旧教員住宅を使用し、「特定非営利活動法人はぐまつ」が運営をしている。
用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

牛う
し
ま
る丸　
仁ひ
と
志し

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
市
民
目
線
で
の
予
算
執
行
に
つ
い
て

基
本
構
想
実
行
の
た
め
の
市
長
の
政
治
姿

勢市
民
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
環
境
を
実
現
す
る
に
は
、
目
に
見
え

な
い
壁
が
あ
る
。
臥
雲
市
政
も
折
り
返
し

を
迎
え
る
中
、
市
民
の
心
を
動
か
し
、
行

動
に
つ
な
が
る
市
政
運
営
が
望
ま
れ
る
が
、

今
ま
で
を
振
り
返
り
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
市
長
就
任
前
か
ら
、
国
や
地
方
を

問
わ
ず
、
国
民
や
市
民
の
多
く
が
政
治
に

対
し
て
距
離
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
現
状

を
少
し
で
も
変
え
た
い
と
考
え
て
き
た
。

毎
週
1
時
間
に
及
ぶ
記
者
会
見
や
広
報
ま

つ
も
と
な
ど
の
配
信
の
あ
り
方
の
見
直
し

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
関
心
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
多
事
争

論
会
の
開
催
も
、
多
く
の
市
民
と
本
音
を

交
わ
せ
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
、
変
化
の
兆
し
が
出
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
目
に
見
え
な
い
壁
を
壊
す
行

動
を
、
市
民
や
議
会
と
共
に
様
々
な
場
面

で
続
け
て
い
き
た
い
。

政
友
会

中な
か
島じ
ま　
昌ま
さ
子こ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
学
校

の
対
応
に
つ
い
て

・
市
民
参
加
の
手
法
に
つ
い
て　
な
ど

「
は※

７

ぐ
ル
ッ
ポ
」

不
登
校
支
援
を
行
っ
て
き
た
「
は
ぐ
ル
ッ

ポ
」
の
老
朽
化
や
狭
あ
い
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
、
利
用
者
数
は
年
間

約
二
千
人
で
推
移
し
、
相
談
も
増
え
て
い

る
。
市
は
こ
の
課
題
を
ど
う
受
け
止
め
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
、
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
教
育
委

員
会
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
新
た
な

教
育
の
拠
点
を
作
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

こ
ど
も
部
長　
「
は
ぐ
ル
ッ
ポ
」
に
つ
い

て
は
安
全
を
第
一
に
考
え
、
実
施
場
所
を

他
に
移
転
す
る
。
業
務
委
託
は
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

市
長　
非
常
に
重
要
な
指
摘
と
し
て
お
聞

き
し
た
。
不
登
校

の
問
題
を
支
え
て

い
る
、「
は
ぐ
ル
ッ

ポ
」に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
し
た

対
応
を
検
討
し
た

い
。

無
所
属

横よ
こ
う
ち内　
裕ゆ
う
治じ

・
中
核
市
移
行
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

中
核
市
移
行
を
振
り
返
っ
て

移
行
し
て
一
年
が
経
過
し
た
が
、
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
県
と
よ
り
近
い
立
場
で
政
策
調
整

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

自
前
の
保
健
所
を
持
っ
た
こ
と
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
局
面
と
重
な

り
、
人
件
費
に
見
合
う
だ
け
の
安
心
安
全

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
発
生
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ

を
独
自
に
分
析
し
、
証
拠
・
根
拠
に
基
づ

く
情
報
を
迅
速
か
つ
主
体
的
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
昨
年
秋
の
動
物

取
扱
事
業
者
に
対
す
る
立
入
検
査
事
案

は
、
改
め
て
保
健
所
が
動
物
の
命
と
尊
厳

に
か
か
わ
る
事
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
、
今
後
の
教
訓
を
得
る
契

機
と
な
っ
た
。
ま
た
、
公
立
小
中
学
校
の

教
職
員
研
修
に
関
す
る
事
務
が
移
譲
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
。
市
独
自
の
教
職
員
研

修
に
よ
り
、
個
性
や
能
力
に
即
し
た
子
ど

も
の
学
び
の
具
現
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QA

QA

QA

松本市旭にある「はぐルッポ」（旧教員
住宅を使用）



12まつもと市議会だより
vol.197

質問項目

質問項目

無
所
属

上か
み
條じ
ょ
う
　

 

一か
ず
正ま
さ

・
農
業
政
策

単
独
土
地
改
良
事
業

農
業
施
設
維
持
が
必
須
の
状
況
下
で
、
市

と
し
て
さ
ら
に
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
単
独
土
地
改
良
事
業
の
地
元
負

担
率
40
％
を
軽
減
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長　
農※

８

業
水
利
施
設
整
備
に

利
用
で
き
る
市
の
単
独
土
地
改
良
事
業
補

助
金
は
、
市
の
負
担
が
60
％
と
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
今
後
、
農
業
水

利
施
設
老
朽
化
に
伴
い
、
市
単
独
土
地
改

良
事
業
の
実
施
希
望
が
多
く
な
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
対
処
療
法
型

か
ら
予
防
保
全
型
に
す
る
こ
と
が
効
果

的
・
効
率
的
で
、
計
画
的
に
予
算
化
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
農
業
水
利
施
設
の

長
寿
命
化
や
防
災

減
災
の
計
画
が
あ

る
な
ど
の
条
件
を

満
た
す
事
業
に
つ

い
て
は
、
か
さ
上

げ
補
助
を
含
め
た

地
元
負
担
の
軽
減

を
検
討
す
る
。

無
所
属

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

ア
ル
プ
ス
公
園
の
緑
の
保
全
と
自
然
活
用

ジ※
９

セ
ダ
イ
ト
ー
ク
で
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ

た
「
松
本
を
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
に
」
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
、
市
長
の
見
解

は
。

市
長　
本
市
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自

然
環
境
を
有
す
る
都
市
で
、
自
他
共
に
認

め
る
岳
都
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
と
は
、

登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
留
ま
ら
ず
、
外
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
だ
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
り
と
屋
外
で
楽
し
め
る
体

験
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。
自
然
の
中
で
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
全
体
を
ア
ウ
ト
ド
ア
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
こ
う
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
層
高
ま
っ
て
い

る
。
市
内
の
各
所
で
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア

を
楽
し
め
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

松
本
に
住
む
人
と
訪
れ
る
人
の
双
方
に

と
っ
て
の
豊
か
さ
と
幸
せ
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
考
え
る
。

QA

QA

改修が必要な水路の現状

※ 8　農業水利施設整備　農業生産を支える用水や用排水機、水門などの整備  
※ 9　ジセダイトーク　次代を担う若者と臥雲市長が「松本のいまと未来」を語り合った対談のこと（「松本をアウトドアの
聖地に」をテーマに令和 2 年 10 月 9 日実施）

用語
解説

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど

○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
会派名
議員名

議案
番号

開明 政友会 誠の会 公明党 日本共産党
松本市議団 無所属

土
屋　
眞
一

上
條　
敦
重

吉
村　
幸
代

今
井
ゆ
う
す
け

川
久
保
文
良

上
條　
　
温

芝
山　
　
稔

牛
丸　
仁
志

古
沢　
明
子

村
上　
幸
雄

中
島　
昌
子

上
條　
俊
道

柿
澤　
　
潔

若
林　
真
一

阿
部　
功
祐

犬
飼　
信
雄

太
田　
更
三

内
田　
麻
美

勝
野　
智
行

上
條
美
智
子

近
藤　
晴
彦

塩
原　
孝
子

澤
田
佐
久
子

犬
飼　
明
美

池
田　
国
昭

横
内　
裕
治

田
口　
輝
子

上
條　
一
正

神
津
ゆ
か
り

5、22、41、42、
43、52、58 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

37 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ×
請 1、議 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請 3、請 8 × × ○ ○ ○ ○ 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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松本市ホームページ
リニューアル！！

松本市議会 の新しいホームページ画面についてご紹介します！

アイコン（下の画像）は、
松本市議会のトップページで
表示されるものです。

議会を身近に感じら
れるように、本会議
等の録画配信や議会
だより、こどもだよ
りなどを配信してい
ます。
ぜひご覧ください！
●市議会広報番組

「松本市議会委員会レポート」

テレビ松本ケーブルテレビ
ジョンでも放送しています。

ぜひ松本市議会のホームページをのぞいてみてください！

スマホでも手軽に！

各議員や会派の名簿、正副議長から
のメッセージがご覧いただけます。

議員の紹介

本会議の開催時にライブ配信をして
います。

本会議ライブ中継

議会広報

議員研修会や常任
委員会のテーマ調
査研究の報告書な
どを紹介していま
す。

議会活性化の取り組み

新型コロナウイルス
感染症拡大防止に対
する議会の取り組み
や請願・陳情の提出
方法について紹介し
ています。

各種案内・お知らせ

松本市議会のあらま
しや議会用語の解説
集がご覧いただけま
す！

議会について

ご自宅から議会が
視聴できます！

令和４年
４月１日
から



松本市立病院の移転を契機に、波田駅周
辺の再整備計画が進められていく。
地域の方の意見を聞くためのワーク
ショップが開かれるので、参加してみた
らどうか。

市全体で自転車専用レーンの整備を考え
ている。
道路の危険箇所は、アプリの「なおして！
アルプちゃん」※１を活用してほしい。

議員

議員

高校の周辺は、商店街が少ない。
地域活性化を促進するためにも、
人々が交流できるスペースをつく
れないか。

自転車専用レーンを作ってほしい。
歩道が狭かったり、通学道路に危
険な箇所がある。

生徒

生徒

オンライン
《交流部会》梓川高等学校×松本市議会

若者に市議会を身近に感じてもらう取り組みとして、議員
12名が社会の授業に参加し、梓川高等学校 2年生の生徒の皆
さん（3クラス 103名）と初めての意見交換を実施しました！
（令和 4年 2月 3日実施）
議員が学校を訪問して行う予定でしたが、新型コロナウイルスの

感染が拡大していたため、交流事業はテレビ会議（オンライン）で行いました。
限られた時間の中でしたが、生徒の皆さんから、高校生活を通して感じる�

身近な質問や意見が活発に出て、充実した意見交換会となりました。

〈高校側〉
●市議会議員の活動について知る。
●社会の一員として社会の課題を解決す
るため、自分たちにできることを考え
る。

〈市議会側〉
●高校生に市議会を身近に感じてもらう。
●交流後も、意見に対するアドバイスや
事後対応へのサポート等を行い、政治
参加を促す。

交流事業の目的

※ 1　なおして！アルプちゃん
市が管理する道路の破損などを
通報できるアプリ

iPhone android

初めまして！

意見交換会の一部をご紹介します 議員とのやりとりも！

高校生との交流 第 2弾 若者との交流事業

まつもと市議会だより
vol.197 14
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議員の感想

●ボルダリング※２場を設置してほしい。
●スマホとの付き合い方について
●避難所の整備について
●山形村に住んでいる生徒のために、
学校へのバス路線の新設をしてほし
い。

●上高地線の運賃が高いので安くして
ほしい。� など

梓川高等学校の生徒の皆さん、先生方、ありがとうございました。

●日程は変更となる場合があります。� �
詳細は議会事務局（34-3210）へお問い合わせください。
●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、�会議傍聴の自
粛をお願いしています。

令和 4年 6月定例会の予定 議会への手紙

皆さまからのご意見や提言を
随時募集しています。
手紙・FAX・電子メールにて
お気軽にお寄せください。

郵 送� 〒 390-8620
� 松本市丸の内 3番 7号
� 松本市議会
F A X� 0263-34-9811
電子メール� gikai@city.matsumoto.lg.jp

議会だよりに対するご意見もお待ちしてます！

※ 2　ボルダリング
岩や人工の壁面などを登るスポーツのこと。

そのほかにも……

たくさんの質問や意見が出されました！

生徒の皆さんから出された質問や意見で、市への要望などは、
担当部局へお伝えしています。

松本市議会では、今後も若者の政治への関心を
高める取り組みを進めていきます。

要望と実現に向けての具体的な提案を検討
し、写真を用意するなど、しっかりと事前準
備をされているなと思いました。

自らの意見を持って参加されていました。
充実した意見交換となり、時間が足りないく
らいでした。
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ろう者・難聴者・聴者（健聴者）をつなぐ
「キコエナイ」ってなんだろう？
～みんなを結ぶコミュニケーション～

令和 2年（2020 年）11 月に発足
した信州大学の手話サークル「ろう
者・難聴者・聴者をつなぐおむすび」
の皆さん（代表：恒川みどりさん 3
年生）に活動の様子をお聞きしました。

サークルの活動内容について教え
てください。

活動を始めたきっかけは、手話を
もっとたくさんの人に知ってほしい！
ろう・難聴・聴に関係なく楽しく話せ
る場所をつくりたい！ということで、
最初は「手話サークル」という名前で
したが、昨年、上記のように改名しま
した。理由としては、手話サークルは
当事者の方ではなく、聴者が中心の場
になってしまいがちであるため、私た
ちはそうではなく、ろう者・難聴者の
方を大切に活動を行っていきたいと
思ったからです。もう一つの理由とし
ては、手話だけがコミュニケーション
方法ではないこと、手話以外にも身振
りや手振り、筆談などたくさんのコ
ミュニケーション方法をろう者・難聴
者の方と一緒に探していきたいという
思いが込められています。

手話や指文字を使ったゲーム、歌詞
から手話表現をみんなで考えていく手
話ソングの企画、NHK の「みんなの
手話」を使った学習などを行っていま
す。

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

iPhone android

議会だよりをもっと身近に！
いつでも、 どこでも手軽に読めます

アプリ 「Catalog Pocket」 で

議会だよりを配信しています。

PUSH通知で確実に情報をお届け。

読みたい記事の拡大、 音声読み上げもできます。

カタログポケット

CatalogPocket

カタログポケット

障がいのある人もない人も一緒に楽しめるパラスポーツへの関心が高まっています。
写真は、昨年12月に開催された第1回まつもとパラスポーツ運動会で、７0名あまりの方がパラスポーツを楽しみました。

障がいのある人もない人も一緒に楽しめるパラスポーツへの関心が高まっています。
写真は、昨年12月に開催された第1回まつもとパラスポーツ運動会で、７0名あまりの方がパラスポーツを楽しみました。

c o n t e n t s

2 月定例会についてお伝えします

2月 6月 9月 12月
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せん。特に信州大学は、たこ足キャン
パスということもあり、選挙に行けな
いため政治に関心が薄れるという大学
生が多いと感じます。例えば、大学に
市長への手紙や意見を入れる箱の設置
や大学構内にハローサイクルのステー
ションを設置したり、博物館や美術
館、銭湯や温泉などのチケットやパン
フレットを置くなど大学生にとって身
近な取り組みを行ってもらえたら面白
いと思います。

松本市での生活で感じていること
や好きな所は？

●松本市は都市の空間と自然に親しめ
る空間を併せ持っているところが魅力
だと感じます。車を所有していないの
ですが、自転車で無理なく行ける範囲
内にスーパーや日用品のお店があり、
暮らしやすく感じます。一方、北アル
プスの眺望が良く、また整備された自
然豊かな公園が多いことから、暮らし
の中に自然が溶け込んだ素敵な市だと
思います。
●ランニングしている人も多くて、健
康意識の高い人が多いのかなと思いま
す。また公園で子どもたちが遊んでい
る姿をたくさん見かけます。公園があ
り子どもが遊べる場所があるのは、と
ても素敵だと思います。ただ、道路が
狭かったり凸凹していて、道路を自転
車で走っていると危ないと感じる時が
あります。

オンラインで手話の練習をするメンバー

コロナ禍での活動で苦労されてい
ることや、工夫されていることは？

対面での活動が難しく、ろう・難聴
の方との交流を対面でできる機会が少
ないのは残念に思っています。です
が、対面と Zoom のハイブリッドで
活動することで、感染拡大の状況が
あっても参加しやすく、また松本以外
のキャンパスからも気軽に参加できる
ようにしています。

市議会や議員、行政に望むことは？

●字幕の手配や手話通訳を当事者の方
だけではなく、私たち聴者でも、もっ
と気軽に頼めるようにしてほしいで
す。また、学生の交流の際は、手話通
訳の費用は市が負担するなどの取り組
みも行ってほしいです。
●ろう学校や地域の小中学校との交流
の機会を作ってほしいです。行政が交
流の機会（例えばろう者・難聴者につ
いての学習、手話の学習）を作ってく
だされば、とても嬉しいです。大学生
と小中高校生とのつながりもでき、お
互いに良い刺激になると思います。
●私は 2 年間、松本市に暮らしてい
ますが、実家から住民票を移していま

サークルで作成したイラスト


